
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

３人 ４人   人 ２人 － ― 

 

  年齢別の 

 待機児童 

０歳  １歳  ２歳  ３歳  ４歳  ５歳 

１４  

６
月
５
日
開
催
の
市
議
会
・
都
市
基
盤
整
備
特
別
委
員
会
で
櫻
本
市
長
は
栢
木
前
市
長
が
サ

ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
と
進
め
て
き
た
野
洲
駅
南
口
周
辺
整
備
（
市
有
地
売
却
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ホ
テ

ル
建
設
）
の
協
議
終
了
を
報
告
し
ま
し
た
。
「
市
有
地
は
売
却
し
な
い
。
駅
前
は
市
民
が
憩
え
る

公
園
な
ど
」の
公
約
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
、
新
た
な
駅
前
周
辺
整
備
が
検
討
さ
れ
ま
す
。 

栢
木
前
市
長
が
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー

ム
ズ
と
で
進
め
て
き
た
南
口
周
辺

整
備
案
は
「
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
ホ
テ

ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は

商
業
施
設
」「市
有
地
の
Ａ
・Ｂ
ブ
ロ

ッ
ク
は
売
却
」
と
言
う
も
の
で
し

た
。 し

か
し
、
市
自
身
が
行
っ
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
ホ
テ
ル
・マ
ン

シ
ョ
ン
を
希
望
す
る
回
答
は
少
数

で
、
市
民
が
憩
え
る
駅
前
整
備
で

し
た
。   

  

市
有
地
売
却
・マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
を
頑
な
に

主
張
す
る
サ
ン
ヨ
ー

ホ
ー
ム
ズ
の
再
提
案 

 

昨
年
１０
月
の
市
長
選
で
当
選
し

た
櫻
本
市
長
は
市
民
の
願
い
に
沿

っ
て
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
に
対
し

整
備
案
の
再
提
案
を
求
め
て
き
ま

し
た
。 

以
降
、
半
年
間
に
わ
た
り
、
サ
ン

ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
と
で
交
渉
・協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
今

年
３
月
３
日
の
「
再
提
案
」
、
４
月

２５
日
の
「再
々
提
案
」で
も
、
サ
ン

ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
は
「市
有
地
の
売
却

と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
」の
整
備
を

頑
な
に
主
張
し
た
も
の
で
し
た
。 

市
長
選
公
約
か
ら
も

サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ

と
の
協
定
は
終
了
へ 

  

サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
の
再
々
提
案

の
整
備
案
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
協

議
し
て
も
「契
約
締
結
に
至
る
可
能

性
は
な
い
」と
し
て
５
月
２９
日
、
サ

ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
側
に
協
定
の
終

了
の
意
向
を
伝
え
ま
し
た
。 

 

市
民
的
議
論
で
市
民

の
願
う
駅
前
整
備
を 

 
 

市
は
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
と
の

協
議
終
了
を
踏
ま
え
、
７
月
４
日
、

「野
洲
駅
南
口
周
辺
整
備
構
想
改

訂
支
援
業
務
」
を
委
託
す
る
新
た

な
業
者
の
候
補
者
を
決
定
し
ま
し

た
。 

 

整
備
方
向
は
こ
れ
ま
で
櫻
本
市

長
が
主
張
し
て
き
た
「市
有
地
は
売

却
し
な
い
。
市
民
が
憩
え
る
駅
前
整

備
」を
基
本
に
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
大
事
な
こ
と
は
前

市
政
の
よ
う
な
進
め
方
で
な
く
、
野

洲
市
の
未
来
に
つ
な
が
る
駅
前
整

備
で
あ
る
だ
け
に
、
市
民
参
加
で
市

民
の
願
い
を
反
映
す
る
も
の
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 ６月定例市議会は６月５日から２７日まで開催されました。

市長から１０議案が提案されました。定例会では駅前南口整

備などが審議されました。 
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櫻本

市長
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検索 

 

検索 

令和６年１０月３１日  駅前市有地にマンションやホテル建設しない・市

有地売却しない、 駅前パークモール」の整備公約

の櫻本市長就任。  

１１月１３日０サンヨーホームズに当初計画の再提案を求める。 

令和７年 ３月 ３日 サンヨーホームズから再提案 

       ４月２５日 サンヨーホームズから再々提案 

         ５月２９日 サンヨーホームズに対して協議終了を通告 
 
※サンヨーホームズから２度の再提案あるも、「市有地売却しない、
マンション建設しない」との市の前提条件が盛り込まれない。   

   

学童保

育所 

文 化

ホ ー

ル 

小

劇

場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般質問で、待機児童対策、こども誰でも通園制

度、リチウムイオン電池回収について質問しました 

 今年４月１日現在の保育所・子ども園の待機児童数は国

基準で２３人（隠れ待機児童数は１２０名）で昨年比で急増

しています。その結果、「兄弟姉妹」で異なる園に通う児童

は５１名にも及んでいます。  
 

小菅市議は、①待機児童増加の要因は保育士不足であ

り、保育士確保へ近隣市よりも低い処遇の改善を行うべ

き。②１～２歳児の待機児童が多く、小規模保育事業は必

ずしも解消に繋がっておらず、０～５歳児までの認可保育

所の整備が必要である、と求めました。 

写真は市議会ホームページから（６月１３日）本会議  

安全なリチウ

ムイオン電池

回収を 
 

（勤務時間中）の１カ所

だけです。   

小菅市議は、「危険な

リチウムイオン電池の

周知とともに、身近な

使用済みのリチウムイオン電池の適正な処理を

国は示してきませんでしたが、今年４月１５日、「市

町村で分別回収すること」の通知をしました。 

これにより野洲市でも今年５月から市役所・環境

課でリチウムイオン電池の回収が実施されました。

火災・爆発の危険があるリチウムイオン電池で安全

な回収が求められますが、野洲市の場合は市役所

場所で回収ができるように、各学区毎に１カ所設置

すること」を求めました。 

５月１日より、モバイル

バッテリー等充電式電

池の回収を環境課窓

口（開庁時間内）で実

施しています。 

急増する待機

児童の解消を 
 
保育士の処遇改善、

認可保育所の整備

など抜本対策を 

６月定例市議会に国民救援会（守山野洲支部）から、

「国に対して刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意

見書の提出を求める請願」が提出されました。しかし、２

７日の本会議採決では、賛成は小菅市議ら３議員。反対

多数（１３議員）で不採択となりました。  
 

現行再審制度は大正時代の旧刑事訴訟法の条文がほ

ぼそのまま。審理の手続きの保障がありません。そのた

め「袴田事件」では、死刑判決を受けてから無罪確

定まで５８年もかかっています。冤罪を生まない

ためにも再審規定の改正は急務です。  
 

県下の６月定例議会終了時点で、県議会を始

め、１７市町議会が、早期改正や審議促進を求める

請願・意見書が採択されています。この中で野洲

市議会の請願不採択は残念です。 

 

隠れ待機児童数     国基準   

滋
賀
県
議
会 

 

〇 

大
津
市
議
会 

 

〇 

彦
根
市
議
会 

 

〇 

甲
良
町
議
会   

〇 

草
津
市
議
会 

 

〇 

守
山
市
議
会 

 

〇 

豊
郷
町
議
会 

 

〇 

米
原
市
議
会 

 

〇 

甲
賀
市
議
会 

 

〇 

愛
荘
町
議
会 

 

〇 

東
近
江
市
議
会  

〇 

近
江
八
幡
市
議
会 

〇 

栗
東
市
議
会 

 

〇 

日
野
町
議
会 

 

〇 

長
浜
市
議
会 

 

〇 

多
賀
町
議
会 

 

〇 

高
島
市
議
会 

 

〇 
 

湖
南
市
議
会 

 

〇 

野
洲
市
議
会 

 

● 

竜
王
町
議
会 

 

● 

請
願
・意
見
書 

採
択
議
会
（〇
印
） 

｢こども誰でも

通園制度｣が実

施されますが 
 
保育環境の整備が最

優先です 

対象年齢  生後６か月～３歳未満の未就園児 

実施場所  保育所・子ども園、小規模保育所等が実施 

利用時間  月上限１０時間（時間単位で複数回利用可能） 

利用料金  １時間３００円程度（自治体が条例で定める） 

親の就労を問わず、月１０時間を上限に保育所や

子ども園で保育サービスを利用できる「こども誰で

も通園制度」が野洲市でも実施されます。 
 

 制度そのものは子育てに不安をもつ保護者にと

って朗報ですが、国が示す保育士配置は２分の１は

保育士資格がなくてもいいとしています。しかし通

園制度は、生後６カ月から２歳までが対象で、人見

知りの激しい時期に、月１～２回・最高１０時間の保

育であり、安全・安心の保育が保障できるのか危惧

されます。 

小菅市議は、「それでなくとも保育士不足であ

り、通園制度実施に際し、保育条件の整備が最優

先」と求めました。  

  

      

３人 ４人   人 ２人 － ― 

 

  年齢別の 

 待機児童 

０歳  １歳  ２歳  ３歳  ４歳  ５歳 

１４  


